
別記様式 

議  事  録 

会議の名称 令和６年度 第２回 岩倉市水道料金等審議会 

開催日時 令和６年７月１８日（木） 午後２時から午後３時まで 

開催場所 市役所 ７階 第１委員会室 

出席者 

(欠席委員・説明者) 

出席委員：千頭委員、浅井委員、森山委員、大矢委員、菅沼委員、

服部委員、中洲委員 

説明者：建設部長、上下水道課長、上水道グループ長、下水道グルー

プ長、上水道グループ主任、下水道グループ主任 

会議の議題 （１）答申書（案）について 

議事録の作成方法 ■要点筆記  □全文記録  □その他 

記載内容の確認方法 

 

■会議の委員長の確認を得ている 

■出席した委員全員の確認を得ている 

□その他（                ） 

会議に提出された 

資料の名称 

答申書（案） 

公開・非公開の別 ■公開  □非公開 

傍聴者数 ０人 

その他の事項  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



審議内容（発言者、発言内容、審議経過、結論等） 

１ 開会 

 

２ 水質（PFAS）について 

水質（PFAS）について説明（配布資料なし。スクリーンにて口頭説明） 

 

３ 議題 

（１）答申書（案）について 

答申書（案）について説明 

委 員：答申書としてはこれでいいと思うが、市民目線からすると、例えば 13ミリで 10

㎥使用した場合の、現行と改定後の料金が答申書ではわからない。 

事務局：パターンが大量にあるため、答申書の中で一部表記するよりも様々な媒体を使用

して周知、アピールしていくことを考えている。 

会 長：例えば月に 15㎥使っている場合の金額はどれくらいになるのか、何故そうなるか

の理由も含めて周知する必要がある。 

会 長：答申書（案）7ページのところに附帯意見として、業務の改善、市民への周知、料

金の定期的な見直しという、この審議会で出てきたポイントをまとめた形で表示してあ

る。他に意見がなければ市長に対する答申の段取りに進みたいと思う。 

 

４ 「水道料金及び下水道使用料の適正化について」の答申 

会長より市長に対し、答申書を朗読後手交 

・市長よりお礼のあいさつ 

・各委員より感想等のコメント 

 

５ 閉会 

 


